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Abstract
This research examined how first-year experience focusing on outdoor activity, such 
as an intensive seashore swimming course and an intensive outdoor activities course, 
influences  subjective adjustment to college of female  physical education college students. 
Subjective adjustment was measured according to 4 factors: “sense of comfort”, “existence 
of task and purpose”, “feelings of acceptance and trust” and “absence of feelings of 
inferiority”. Three questionnaire surveys were conducted: on the day of orientation (Pre1), 
the first day of the course (Pre2), and the last day of the course (Post). The results revealed 
that in the intensive seashore swimming course, “existence of task and purpose” sharply 
increased compared with before and after the course. In the intensive outdoor activities 
course, overall subjective adjustment dropped in Pre2 compared to Pre1, but “existence of 
task and purpose” and “feelings of acceptance and trust” increased in Post. As a result of 
the investigation of the correlation between the experience in the course and the subjective 
adjustment before and after the course, the correlation between unique experiences and the 



































































































































朝食 朝食 朝食 朝食
実技練習 実技練習 実技練習
閉講式
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初日 日目 3日目 4日目 最終日
起床 起床 起床 起床





野外炊飯 野外炊飯 野外炊飯 夕食
登山講義 キャンプファイヤー


















































































































































3日目 4日目 最終日 全体
4.14 4.53 4.58 4.18 
0.87 0.70 0.73 0.61 
4.06 4.61 4.31 4.21 
0.79 0.64 0.87 0.58 
3.82 3.89 3.97 3.69 
0.80 0.82 0.98 0.64 
2.31 1.92 1.69 2.01 













































居心地の 課題・目的 被信頼・ 劣等感の 居心地の 課題・目的 被信頼・ 劣等感
良さ 受容感 無さ 良さ 受容感
居心地の .656** 
良さ
.414** n.s. .458** .443** n.s. n.s. 




n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. 
劣等感の
無さ
n.s. n.s. n.s. n.s. 
居心地の .825** .629** -.502** 
実 良さ
習
課題・目的 .714** -.376* 中
























































平均値 3.65 3.41 
標準偏差 .688 1.14 
課題・目的
平均値 3.74 3.34 
標準偏差 .698 1.14 
被信頼・受容感
平均値 3.09 2.95 
標準偏差 .655 1.01 
劣等感の無さ
平均値 3.33 3.09 
標準偏差 .689 1.06 




























































初日 2日目 3日目 4日目 最終日 全体
平均 3.24 3.68 3.74 3.86 4.09 3.51 
居心地の良さ
標準偏差 1.07 0.85 1.05 0.97 0.73 1.09 
平均 4.01 4.18 4.06 3.97 3.57 3.74 
課題・目的
標準偏差 0.70 0.77 1.01 0.84 0.97 1.06 
平均 3.66 3.75 3.56 3.49 3.55 3.40 
被信頼・受容感
標準偏差 0.73 0.86 0.91 1.03 0.90 1.06 
劣等感
平均 2.00 2.02 1.95 2.21 2.05 1.94 
標準偏差 1.09 1.26 1.12 1.19 1.18 1.06 
変化量 実習中の経験
居心地の 課題・目的 被信頼・ 劣等感の 居心地の 課題・目的 被信頼・ 劣等感良さ 受容感 無さ 良さ 受容感
居心地の .891 ** .898** .338* n.s. n.s. n.s. n.s. 
良さ
変 課題・目的 .829** .310* n.s. n.s. n.s. n.s. 
化




n.s. n.s. n.s. I -.266* 
居心地の .919** .863** n.s. 
実 良さ
習
課題・目的 .894** 中 n.s. 
の 被信頼・
経 受容感
n.s. 
験
劣等感
*p<.05,**p<.01 (両側）
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かった」などの記述も見受けられ、これらの経験に加
え、場面を特定できないまでも実習中に漠然とした孤
立感や劣等感を抱いていたことが伺える。毎日の経
験要因得点に大きな変動は無く、実習終盤に減少す
る傾向が見られた海浜実習の結果とは異なる特徴が
見られた。
相関分析の結果からは、実習中にこれらの経験を
多くしたと感じている学生ほど、適応感の「劣等感の
無さ」が低下しており、劣等感が強くなっている可能
性が考えられる。従って、初期適応を促す目的も含
む実習での劣等感を抱く経験は、受講生の不適応感
を強める可能性があることが示唆された。劣等感を
抱く経験は適切にフォローされれば不適応の予防に
つながるとも言えるため、学生へのより丁寧な支援が
効果的な実習の運営の課題の一つと言えよう。具体
的には、不快な感情を語り、共有・共感し合えるよう
な関係性の構築や環境の設定、周囲との比較では
なく個々のペースに合わせた目標設定や活動経過の
評価などが考えられる。
まとめ
本研究によって、野外活動実習を通じて受講生の
大学適応感、特に「被信頼・受容感」「課題・目的
の存在」が向上したという結果が得られた。このこと
から、野外活動を用いた初年次教育は、女子体育
大生の大学生活への適応支援の方策として有効であ
ることが示された。
ただし、本研究で対象とした二つの実習を比較す
ると、それぞれの実習における受講生の適応感の変
容には異なる特徴が示された。海浜実習では実習の
前後にかけて適応感の向上が示されたが、野外活
動演習では実習1ヶ月前から実習初日にかけて低下し
ていた適応感が、実習後にもとの水準まで回復して
いた。この違いの要因の一つは実施時期であると考
えられる。海浜実習は前期の授業期間中に実施され
たが、野外活動演習は後期の授業開始直前の夏休
み期間中であった。このことから、野外活動実習は
不適応のリスクが高まる長期休暇明けの再適応支援
にも有効であることが示されたと言える。学生の適応
感の状態を把握した上で、目的に応じて適切な時期
に初年次教育を実施することが、より的確な適応支
援の実現につながると考えられる。
また、本研究では実習中の経験要因と適応感の変
容との関係についても検証した。その結果、野外活
動実習における実習中の経験や、経験と適応感の変
容との関係は、カリキュラムポリシーに基づく実習の
目的や内容、活動場所などの実習を構成する諸要素
によって異なる特徴を持つことが示された。
保健体育学科の海浜実習では水泳技能の習得や
困難な課題の克服が重視されていた。この実習では、
経験要因のうち「快適さや居心地の良さ」および「課
題や目的があり、充実している」が、適応感の変化
量との間に有意な正の相関があった。海浜実習にお
ける、遠泳の完泳という明確な目標に向かう取り組み
から生じる経験が、受講生の適応感を高めることに
影響していると推察された。一方、児童教育学科の
野外活動演習では多様な自然体験活動について学
習することが重視されていた。この実習では、経験
要因のうち「周囲から信頼され、受け入れられている」
に適応感の変化量と有意な正の相関が、「周囲との
関係による劣等感」に適応感の変化量と有意な負の
相関が認められた。野外活動演習におけるキャンプ
生活や、仲間と協力して課題の解決に取り組む活動
や、困難をともに乗り越える活動による経験が適応感
の向上に影響していると考えらえる一方で、実習中に
劣等感を抱く経験は、受講生の不適応感を強める可
能性があることも示された。
これらの結果をまとめると、野外活動実習では、明
確な目標に向かう取り組みや、共同生活による仲間と
の交流、仲間とともに課題の解決や困難に対峙するこ
となどによって生じる経験が、受講生の適応感の向
上に有効であるが、実習中に経験される劣等感につ
いては不適応感を高めることのないよう適切に支援す
ることの必要性が示唆されたと言える。一方、本研
究で対象とした二つの実習では、実習の目的や内容、
活動場所などが大きく異なっており、これらの違いが、
実習中の経験や、経験と適応感の変容との関係に異
なる特徴が生じた要因だと考えられる。従って、学
生の適応支援に野外活動を用いる場合には、それぞ
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れの大学の実態に応じて、学生の適応感を高めるこ
とにつながる経験が得られるように教育活動を企図す
る必要があると言える。
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